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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・第6回院内研修
日時：12/5(火)、12/6(水)　17：30～18：30　　　場所：メモリアルホール
テーマ：精神科における薬物療法　　　　　講師：梅内　エミ
　※各自出欠予定を入力すること。

・第7回院内研修
日時：12/15(金)　17：30～18：30　　　場所：メモリアルホール
テーマ：事故対策について　　　　　講師：藤原　香織JGM
　※各自出欠予定を入力すること。当日出席できない場合にはビデオ研修に出席すること。
　　ビデオ研修：12/18(月)　17：30～

・発達障害就労支援フォーラム2017
日時：11/11(土)　10：00～15：00
会場：八戸市総合福祉会館　2階　多目的ホール

・八戸精神科医会研修会
日時：11/15(水)　19：00～20：30
会場：八戸パークホテル　マグノリア
演者：ハートフル川崎病院　院長　天保　英明先生
内容：専門医制度の動向と最近経験した摂食障害
・統合失調症と多職種連携についての研修会
　日時：11/22(水)19：00～20：30

　会場：八戸グランドホテル　マリンホール

　演者：医療法人　恵風会　高岡病院　副院長　佐藤　創一郎先生
　内容：特別公演　誰かを支える　みんなで支える

　申し込み締め切り：11/17(金)正午まで

・職員インフルエンザ予防接種について

日時：11/20(月)・21(火)15：00～16：00

場所：病院4階ユーティリティホール
料金：無料（予約制）　　※11/15(水)までに接種予約を行うこと

・年末調整は11/15(水)までに提出すること。
・11/24(金)ハローワーク就労に関するセミナーについて

　当日は実際の面接場面を想定し行ってみる予定となっているので、希望者はスーツ着用し、履歴書も作成し持参することとし、5～6名以内とする。また、見学は自由となっている。ミーティングで紹介し、希望者を募っていく。

　⇒対象者（候補者）：川崎弘幸様、佐羽内裕亮様、横町浩様、（大下伸治様）

・経過録は毎月7日を締め切りとし、休日に当たった場合は翌日とする。

・12月プログラムテキスト提出期限：11/20(月)

・勤務表作成に伴い、有給休暇は今週中に申請のこと。11/15(水)には提出予定。

・個人情報漏洩巡視結果が掲示されているので各自で内容を確認すること。

・外部研修に参加した際には、各自で月報の外部研修の欄に入力すること。
・人事考課面接終了後に、人事考課表を修正し、今週中に提出すること。
・書類の処理について、書類を受け取ったら、以下の手順で処理し、放置しないこと。
　エレベーターの点検表、ガス請求書、水道検針票は受け取り次第、庶務に提出する。
　⇒書類は1階ステーション内の食費などを入れておく棚に貼っておき、リーダーが朝届ける。その前に庶務へ行く人がいた場合にはその人が届ける。
　記入済みの利用申込書、利用契約書は、速やかに以下の処理をする。

　⇒記入済みの利用契約書、利用申込書を受け取った場合には、利用契約書に割り印が必要になるので、小島SGMに割り印を依頼、リーダーが割り印済みの書類を持ってきたら、利用契約書1部を本人に返却し、もう1部と利用申込書をファイルに綴じる。

＜利用者様情報＞

デイケア

・藤村　翔　　様～昼食後、突然「第三次世界大戦がはじまる」「長谷部を殺してやると聞こえた」とスタッフや利用者に話しており、怒り口調で独語をしている。詳細について尋ねると、「第三次世界大戦がはじまるって聞こえてくる」「女になれって聞こえてくるから嫌になってくるんだよ」と話している。また、「○○さんが吉田が死んで良かったと話していた」と言い、そのことに対しても怒った反応を見せている。周囲の状況を確認しながら幻聴であることを振り返ると、「そうかもしれない」と口調穏やかに話し、話を傾聴することで落ち着いている。幻聴が聞こえてきた際には相談して欲しいことを伝え、対処方法を一緒に検討していくこととしている。
・鈴木　知子　様～来所すると、右足の膝が痛いことを話している。「以前に水が溜まったことがあります」とのこと。痛みについては、歩行時、立ち上がる際にあるとのことだが、発赤、腫脹はない。痛みが続くようであれば、受診するよう勧めている。その後、自らプログラムへ参加している。利用日が本人の希望で水曜日から木曜日に変更になっており「木曜日の方がいい。1人だからプログラムにも気を遣わないで出られるから。でも、水曜日の利用者に友達として見てくれたのに曜日を変えて申し訳ないと思ってる」と話している。

・上川原　豊　様～自発的に治験薬とその他の薬の空包を見せており、スタッフと確認している。午前は特に不調はないと話していた。また、昨日、用事で休んだ件について治験薬服用中であるためデイケアに来所して空包を見せて欲しいことを伝えると「出来る時もあるけど、出来ない時もあるよ。遠くからバスで通ってきてるんだから」と話している。

・若松　邦生　様～11/7（火）の午後に強い疲労感を訴えることあり、11/8（水）は職場体験利用で欠席しているが、本日はいつもと変わりない様子でプログラムに参加したり、他利用者と交流して過ごしており、不調の訴えはない。

デイナイトケア
・倉石　ヨシエ様～昨日、左膝の痛みを訴えることがあったが、本日は痛みの訴えはなく、運動療法にも参加している。痛みを訴えた際は神様に関する発言が生じることを念頭に、精神症状にも注意して関わっていく。
・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供あり、レボトミン(5)1T→2Tと増薬になり、咳止めのレスプレン（20）3×ndEで7日分処方となったとのこと。来所後は、咳をすることはないが、青風荘スタッフが来るとマスクを着用している。昼食後、放歌しており、特定利用者（稲垣ふき様）に一方的に笑いながら話し掛けることがある為、スタッフが介入するが落ち着くことはない。稲垣様に距離を取っていただくことで、トラブルに発展することはない。最近、多弁傾向にあり、他利用者とのトラブルになる可能性が考えられる為、他者交流の際には注意し、不適切な交流がある際にはスタッフと振り返りを行い、他者とトラブルにならないよう関わっていく。
ナイトケア
・八木橋　牧雄様～苦痛表情で来所しており、声をかけると腰痛以外に両脇腹の痛みが出てきたと話している。理由についてはよくわからないとのことで、薬を塗りながら様子を見てみるとのこと。腰痛から始まり、痛みが悪化してきている状況を振り返り、辛いのであれば病院受診をするよう促すと「うん、考えてみる」と話している。ナイトケアでは、時折横臥して休養しながらテレビを見て過ごしている。
＜事例検討会＞

カンファレンスシート（櫻川　貞二様）　
実施日：H29年11月9日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当： 柴崎　道代
参加者： 慶長、馬場、戸賀沢、藤田、石橋

検討内容　目標、筋力低下を防ぐ方法　

	氏名
	櫻川貞二様
	性別
	男
	年齢
	61
	生年月日
	S30年12月5日

	主病名
	アルコール依存症・うつ病
	合併症
	糖尿病

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の修得　身体機能の維持・向上　対人関係の改善

作業能力・持続性の向上　病識を身につける　


	本人希望
	現在の生活を維持する

	家族希望
	現在の生活を維持する

	入院歴
	計4回（最終：平成29年4月7日～平成29年7月15日）

	通所歴
	：平成29年9月5日～現在　　（週2回/火・金）

	その他サービス利用
	訪問看護：毎週月曜日

	住居：自宅
	主たる援助者は息子様
家族構成：長姉は音信不通、次姉は札幌市在住、長兄は函館市在住。[image: image1.emf]


	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳1級
	障害基礎年金2級
	重度心身障害者医療費助成制度


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	断酒を継続し現在の生活を維持する。
	①断酒を継続し現在の生活を維持する。
	①デイケアに通い他者交流を図り断酒を継続し現在の生活を維持する。
	他アルコール依存症の利用者と交流することで、お互いの気持ちや共有をし、継続した断酒を行い現在の生活を維持する。

	
	②心配なことを相談できるようになる。
	②心配なことは1人で抱え込まないように相談できるようになる。
	不安や悩みがある時は、自分からスタッフに相談する。スタッフは､週1回定期的に面談を行い､本人が相談しやすい関係性を構築していく。

	
	③足に負担にならない運動を行い、筋力を維持する。
	③ストッレチなど足に負担にならない運動を行い、筋力低下を防ぐ。
	足に負担にならない範囲でウォーキングなどを促し、筋力低下を防ぐ。スタッフは足に負担にならない運動を一緒に考えていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①デイケアに通い他者交流を図り断酒を継続し現在の生活を維持する。
	・食欲がない事も時々あると話し、朝から鼻水や吐き気があり食べられないこともあると話している。食欲について医師に伝えていると話している。朝に食事が摂れない時の対応については［自分のことは自分が分かっている］「インシュリンを打たないで低血糖起こしたら大変だから」と不調時の対応を自分で行う事が出来ていると話している。
	食事内容とインシュリンの回数を確認していく。

	②心配なことは1人で抱え込まないように相談できるようになる。
	・フリートーク・ミーティングでは自分の体験談や他者の体験談を聞き交流を図っている。アルコール依存症のメンバーと話すのは「分かってくれるからいい」と話している。
	定期的な面談を行い不安を抱え込まないように関わっていく。

	③足に負担にならない運動を行い、筋力を維持する。
	・ふくらはぎの痛みがあり夜痛さで目覚める時もある。
・身体症状に関しては右足が「びりびりして掴まれているような痛みがある」と話している。自分で揉んだりすると少しは良くなると話している。
・自宅ではスッリパの摩擦で躓き転びそうになることがあると話しているため転倒に注意をしていく。
	糖尿病に関する病識を身に付けるために糖尿病の通院回数、食事内容や検査結果を見せてもらう。薬手帳を確認し糖尿病の薬、インシュリンの回数も確認する。


【目標・治療計画（再立案）】

・目標の変更に関しては、今後話し合い決定していく。
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活を維持する。
	1 断酒を
継続し現在の生活を維持する。
	①デイケアに通い他者交流を図り断酒を継続し現在の生活を維持する。
	他アルコール依存症の利用者と交流することで、お互いの気持ちや共有をし、継続した断酒を行い現在の生活を維持する。

	
	②心配なことを相談できるようになる。
	②心配なことは1人で抱え込まないように相談できるようになる。
	不安や悩みがある時は、自分からスタッフに相談する。スタッフは､週1回定期的に面談を行い､本人が相談しやすい関係性を構築していく。

	
	③糖尿病に関する病識を身に付ける。
	③糖尿病による症状を知り対処法を身に付ける。
	糖尿病の対処法を確認していく。
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